
 

―統計で、歴史と未来をひらく― 

 

 「ふくおか統計情報フォーラム」は、統計情報の重要性を皆さんにより深く理解し

ていただくこと、また、統計情報の向上を目的として、平成１１年度から毎年開催

しています。 

 今回は、講師に佐賀女子短期大学の高島  忠平  教授  をお招きし、午後２時

から、「邪馬台国と北部九州における弥生文化～平塚川添遺跡と吉野ヶ里遺跡

～」 についての記念講演を予定しています。 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

○講師紹介 

   １９３６年１２月、福岡県飯塚市に生まれる。 
   １９６４年３月、熊本大学法文学部文科（東洋史専攻）卒業後、奈良国立文化

  財研究所、平城宮跡発掘調査部に文部技官として勤務。 

   １９７４年４月、佐賀県教育委員会勤務。 

   １９８９年から吉野ヶ里遺跡の発掘調査、保存整備の総指揮をとられる。佐賀 

  県教育委員会副教育長、県立名護屋城博物館館長を経て、１９９９年４月佐賀  

 女子短期大学文学科教授に就かれ、現在に至る。 
 

■主催  福 岡県、福岡県統計協会  

 

日時   平成１３年１１月２０日（火） １３：００～１６：００ 
     統計功績者表彰 １３：００～ 

       
 

 
場所   アクロス福岡（４階）国際会議場 
       福岡市中央区天神１―１―１ 
参加料   無料 

 
お申し込み・お問い合わせ  
         福岡県企画振興部調査統計課統計分析係 

皆さんの参加を 

お待ちしています!! 

記念講演  １４：００～


